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ESWL後にみられた腎腎盂外温流の1例
大阪市立大学医学部泌尿器科学教室(主任;岸本武利教授)
飴野 靖,和 田 誠次,上 水 流雅人,岸 本 武 利
PERIPELVIC EXTRAVASATION AFTER EXTRACORPOREAL 
    SHOCK WAVE  LITHOTRIPSY  : A CASE REPORT
Yasushi Ameno, Seiji Wada, Masato Kamizuru
and Taketoshi Kishimoto
From the Department of Urology, Osaka City University Medical School
   We experienced a case of peripelvic extravasation after extracorporeal shock wave lithotripsy 
(ESWL) treatment. A 62-year-old man was admitted to our hospital with a complaint of macro-
scopic hematuria. The patient was diagnosed as having a radiolucent stone in the right kidney 
and ESWL treatment was performed to focus the stone by using drip infusion pyelography (DIP) 
under epidural anesthesia. The patient had right flank pain two weeks after ESWL treatment. 
DIP and computerized tomography (CT) showed peripelvic extravasation of contrast medium. 
Right pain improved after a double-J catheter was placed for decreasing intra-pelvic pressure. 
As a result, the disappearance of peripelvic extravasation was recognized by DIP and CT. We 
reviewed four cases of peripelvic extravasation after ESWL treatment including our case in the 
Japanese literatures and discussed the cause of peripelvic extravasation after ESWL treatment. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 40: 51-54,1994) 
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緒 言
腎孟外温流はしばしばみられる疾患であるが,ES-
WLの 普及 とともにESWL後 に出現する腎孟外濫
流の報告もみられるようになった!一3).今回,われわれ
はESWL後 に出現 した腎孟外温流の1例を経験し
た.またその原因について若干の考察を加えたので報
告する.
症 例
患者=62歳,男性
主訴=肉眼的血尿
家族歴=特記すべきことはなし
既往歴:大理石骨症,糖尿病.
現病歴;1988年より,肉眼的血尿が出現 し,近医を
受診.精 査にて,右 腎レ線陰性結石を指摘され,ES-
WL目 的で当科入院となった.
入院時現症=体格中程度,栄養状態は良好で腹部理
学所見に圧痛等の異常を認めなかった.
入院時検査成績=血液一般および肝腎機能等に異常
を認めなかったが,FBSl50mglml,UA7.Omg/ml,
ALP44.3KAUとそれぞれ高値を示した.Caおよび
Pには異常を認めなかった.
尿所見:pH5.5,血尿,糖(+),蛋 白(一),沈渣
白血球15～20/hpf,赤血球 多数/hpf,細菌(一).
X線所見および経過:DIPで は,腰 椎ならびに骨
盤骨で大理石様の著明な骨硬化像を呈し,また両腎か
らの造影剤の排泄は良好であるが軽度拡張を伴った6
×20mm,18×25mmの陰影欠損像を認めた.腎部CT
では,右中腎杯 お よび下腎杯 にhighdensityarea
を認め右腎 レ線陰性結石 と診断した(Fig.1).1990年
10月9日に持続硬膜外麻酔で,Dornier社腎結石破
砕装置HM3を 用いて右腎結石に対しESWLを 施
行した.術中ではDIPを 施行し,中下腎杯のレ線陰
影欠損部分に焦点をあわせ18KV,衝焦波数1,800回
で行った.術後自然排石はみられなかったが,側腹部
痛もなく肉眼的血尿も翌日には消失し,HT,Hbの
低下は認めなかった.ESWL施 行後5日 目に退院し
たが,8日 目に右腹部痛が出現したた年10月27日に
来院し,腎 エコーで水腎症を認めたためDIP,CT
をおこなった.KUBで は,腸腰筋陰影の外縁消失は
認めないが,腎陰影の辺縁の不整および一部突出を認
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ofrightkidneyandCTshowedhigh
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CTshowedextravasationofcontrast
materialinrightretroperitoneaIcavity.
のDIP像 で,造影剤の腎孟外への温流を認めなかっ
た.同 じくCTで 造影剤の腎孟外への温流が,消失し
てい るのを認めた.12月6日にL4の 高さに位置す
るESWL後 の破砕片である右尿管結石に対し,dou・
b且e-Jカテーテルを目印 しに2回 目のESWLを18
KV,衝撃波数2,000回で施行 した.術 後自然排石を認
めたため,double-Jカテーテルを抜去した.結 石成
分は尿酸結石であった.1991年2月12日のDIP像 で
は,水腎もみられず両腎からの造影剤の排泄は良好で
腎孟外への温流は認めなかった.今後残石に対しては
溶解療法にて経過観察する予定である.
考 察
Fig.2.DIPshowedperipelvicextravasation
afterextracorporealshockwaveIithot-
ripsy(ESWL)treatmentandcontrast
materialwasnotexcreatedunderureter
atL41eve1.
めた,DIPで は右水腎症がみ られ,尿 管の造影は
L4以下では造影剤の排泄を認めなかった.また尿管
からの盗流はみられないが,右腎孟外に造影剤の溢流
を認めた(Fig・2)・DIP直後 のCTで,後 腹膜腔
への造影剤の温流を認めた(Fig.3).また血液検査に
おいて白血球の増加はみられなかったが検尿にて肉眼
的血尿を認めた.以上より腎孟外盗流と診断し,10月
27日に腎孟内圧の減圧目的で局麻下にてdouble-Jカ
テーテル留置を行った.double-Jカテーテル挿入は
抵抗もなく容易であ り,また膀胱内は軽度発赤し砂状
結石を認めた.そ の 日か ら右側腹部痛は軽減 した.
EsWL後21日目のdouble-Jカテーテル留置下 で
腎孟外溢流とは,外傷や腎疾患を伴わず尿が腎孟外
に温流することと定義され,排泄性腎孟造影時に造影
剤が,腎孟外に溢流することで証明される.また腎孟
外温流と鑑別が必要とされる疾患として腎孟破裂が挙
げられ,Schwartz4)らは両者 の鑑別点を指摘してい
る.同様にSchwartz4)は,自然腎孟外盗流の診断に
際しつぎの6条件を挙げている.すなわち,1)最近
3週間以内に尿管の器械的操作を有 しないこと,2)以
前に腎や,上 部尿管およびその周囲に外科的侵襲を加
えていないこと,3)破壊的腎疾患のないもの,4)外部
からの圧迫がないこと,5)結石による圧迫壊死のため
に生じる腎孟,尿管の裂け目がないこと,6)外傷を受
けていないことである.本症例の場合,明 らかに該当
するものはないと考えたが,腎 に対するshockwave
の影響を考慮し,単に腎孟外盗流として扱った.
Hiaman5)は,腎孟外盗流の機序 と してpyelosi-
nusbackflowの極端なものがextravasationであ
ると報告 している.すなわち急性の尿管閉塞によって
腎孟内圧が急激に上昇 した場合,解剖学的に最も弱い
Table監.
飴野,ほか:ESWL・腎孟外溌流
Previouscaseofperipelvicextravasationafter
EsWLreportedinJapan
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報告年度 報告者ESWL機種 頻 度 治 療
1987加 藤 ら
且989真 下 ら
1990自 験例
ドル ニ エ
HM.3
ドルニエ
HM・3
ドルニエ
HM-3
1/1056人(0.1%)経過 観 察
,/35。。人(。.。6%)躍 テーテル
経過観察
1/25・・人(…4%)翻1テ ーテ)レ
腎杯円蓋部に顕微鏡的破裂が生じ,尿が腎杯,腎 孟外
に温流すると説明している.一方腎孟外盗流の原因疾
患として,温流,破裂とともに尿管結石によるものが
最も多く,木下ら8)の報告では,溢流,破 裂それぞれ
32例中15(47%),29例中Il例(38%)であり,それ
に続き悪性腫瘍が挙げられる.尿路結石が原因として
最も多いことは,外国でも報告者の一致することであ
り,Cookeら7)は64%,Kettlewellら8)は69%,
Klanら9》は42%としている.水腎症のない尿酸結石
の治療に対し,今回の場合患者本人が時々肉眼的血尿
を自覚し,ま た早期の結石除去を強く希望 したため
ESWLを選択したが,そ のほかにも食事療法つまり
低プリソ食,尿酸生成阻害剤としてのアルプリノール
投与,尿 アルカリ化剤として重そう等が挙げられる.
ところでESWL後 の腎孟外温流の頻度は,本 邦で
の報告例では 自験例 を含め0,065%の頻度である
(Tablel),本症例のようなESWL後 になぜ腎孟外
溢流が生じたかが問題となってくる.その一つとして
shockwave照射による腎,特に腎杯円蓋部への直接
の影響が考えられる.今 回18KV,2,000発とやや
弱めの治療を行った.な ぜな らHM3自 体他の機種
に比較して破砕力 も大きく,ま た結石のsize的に
も2cm以上と一回の破砕治療が困難と考えたためで
ある.飯盛ら10)の犬を用いた実験において,shock
wave照射直後で肉眼的に腎被膜下出血,光顕 レベル
で間質および尿細管腔内への出血はあるものの一週間
後にはもとにもどるとし,腎孟粘膜への影響はないと
している.このことからshockwave照射による腎,
特に腎杯円蓋部への直接の影響は考えにくいと思われ
る.したがって今回のESWL後 におこった腎孟外濫
流は,DIPに よる腎孟内圧上昇および破砕片が尿管
に嵌頓することによる腎孟内圧上昇の2点により生じ
た可能性が高い.また糖尿病があ り,腎結石が長期に
存在していることから腎孟腎炎等の炎症による腎孟腎
杯の脆弱化も腎孟外濫流の原因として関与 しているか
もしれない.木下ら6)は,ESWL以外 の原因でおこ
る腎孟外温流の32例の本邦報告例を集計し,また治療
法については尿管カテーテル留置,経皮的腎痩造設術
など適切な腎孟内圧の減圧による保存的治療を行 うべ
きであると述 べている,同様の意見を浅川ら11)も報
告している.自験例も尿管カテーテル留置により,痛
みの軽減 と浴流の消失を認め,腎 孟外温流出現時に
は,第一選択として尿管カテーテル留置が良いと考え
られる.
木論文の要旨は第134回日本泌尿器科学会関西地方会にお
いて報告 した,
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